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実験的に実証されると、多数の実験・理論研究者が LCEの分野に参入したc 現在は、 LCE
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U紛子液品の混合液品と考えればよしすc 等方生涯諒某の場合と同じように、 I相 (T> TNIG) 
で、はゲルは等方的に大きく膨潤する一方で、 TJで、ゲノレがN棺に転移すると(周囲の溶媒は
I相のまま)ダイレクターの方向に伸びた形状で収縮する。 TNI
























Cooling Heating Theory 
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明であるc また、液晶ゲノレ(Cx= 7 mol%)は液品溶媒を
80%近く含むがそのτOFFdn (::: 3 ms)はゲノレと同程度の






















いほど短くなるが、ゲノレの応答時間はゲノレのサイズ 図 9. 液晶ゲノレの光学・力学応
に依存しない。これはゲル中のダイレクターの記憶 答のrisetimeとd民 ay住neの電
効果がマトリックス全体に由来するバノレク効果で、あ 場強度依存性[3].Cx = 7， 10 
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